
－1－ 

クロノリ養殖漁場環境調査 

 

湯浅 明彦・酒井 基介・牧野 賢治 

 

 

 

目  的 

 本調査は播磨灘と紀伊水道の本県クロノリ養殖漁場において,養殖期間中漁場環境のモニタリング

を目的に水温,塩分および栄養塩（PO4－P,DIN）の測定を行った。なお,本調査は前年同様,徳島県海苔

研究部と共同で実施した。 

 

方 法 

1 調査地点 

15 地点（図 1参照） 

2 調査項目 

  水温,塩分,DIN（NH4,NO2,NO3）,PO4－P, 

3 調査実施日 

  毎月 2回実施（ただし 9月 1回,10 月 3回 表 1参照） 

 

表 1 調査実施日 
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図 1 調査定点 

 

調査結果 

1 海 象 

  表 2 に水温,塩分,DIP（PO４－P）,DIN の測定結果を示した。 

1） 水 温 

  水温は 9月 27 日から 2月 6日まで低下し,3月 6日から上昇に転じた。調査地点別では,吉野川河口

に位置する川内 4,渭東で低い傾向がみられた。図 2に水温の鳥瞰図を示す。 

2） 塩 分 

10 月 3 日と 11 月 7 日に低下が見られるが全般的に高めで推移した。特に 2 月 20 日以降は 33～34

を示した。図 4 に示した降水量の推移と負の相関を示し,河口漁場では特に高い相関がみられる。ま

た,1 月以降の小雨が 2月下旬以降の高塩分をもたらしたことがうかがえる。 

3） 栄養塩（DIP,DIN） 

  DIP は例年より高めで推移した。一方,DIN は期間を通じて平年より低めで推移したが,河口漁場では

高い傾向を示し塩分と負の相関を示した。図 3に DIN の鳥瞰図を示す。 
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表 2 測定結果 
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2 気象  

  期間中（平成 6年 9月上旬～平成 7年 3月下旬）気象要素のうち,降水量と日照時間を徳島地方気象

台気象月報から旬合計値を引用して図 4，5に示した。 

降水量は,11月以外は平年よりかなり少なめで推移し,平年を上回ったのは期間中6旬だけであった。

日照時間は,9月上中旬に平年を下回った以外はほぼ平年並みで推移した。 

 

   

図 2 水温鳥瞰図 

 

   

図 3 DIN 鳥瞰取図 
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図 4 降水量の旬別推移             図 5 日照時間の旬別推移 


